
平成２６年度

下水道事業会計予算の概要



１．平成２６年度予算概要

（１）予算総額（下水道事業＋個別排水処理事業）

 平成２６年度の予算額は、収益的収入及び支出、資本的収入及び支出から構成される。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額が６０５，７００千円は、当年度

消費税及び地方消費税資本的収支調整額１９，３４４千円、当年度損益勘定留保資金５

８６，３５６千円で補てんするものとする。 

平成２６年度予算額  予算総額（下水道事業＋個別排水処理事業）

収益的収入（３条予算） 資本的収入（４条予算） 

１，８６１，９００千円 １，２０８，３００千円 

収益的支出（３条予算） 資本的支出（４条予算） 

１，９４３，４００千円 １，８１４，０００千円 

２．歳入予算【主な自主財源】 

（１）下水道使用料 

 平成２６年度新規接続戸数３００戸を見込んだ下水道使用料分と既設接続地区の

下水道使用料分を併せ、調定額を予算額として考え、６０９，７５７千円の収納見込

とした。 

平成２６年度予算額 平成２５年度当初予算額 対前年度比増減 

６０９，７５６千円 ６０４，９３３千円   ４，８２３千円 

（２）受益者負担金 

私道整備に伴う平成２６年度新規賦課区域１９６４．５６㎡を見込んだ負担金分と

平成２２年度から平成２５年度賦課区域の負担金分を併せ、収納率を９２．９％（Ｈ

２５予算）として２７，３１９千円の収納見込とした。 

平成２６年度予算額 平成２５年度当初予算額 対前年度比増減 

２７，３１９千円 ４５，１４２千円 ▲１７，８２３千円 



３．歳出予算 

（１）公共下水道事業 

１）公共下水道事業 

平成２６年度は、老朽化した都市下水路の改築のため来馬川４号幹線雨水函渠改築

更新工事と、若山町地区の浸水対策のため雨水管渠新設工事を実施する。

 来馬川４号幹線雨水函渠改築更新工事の施工延長は１１ｍの整備予定である。 

 中央通雨水管渠新設工事の施工延長は４２０ｍの整備予定である。

工事請負費については対前年比２０．８％減の３１５，２３９千円を計上した。 

管渠建設費（工事請負費）

平成２６年度予算額 平成２５年度当初予算額 対前年度比増減 

３１５，２３９千円 ３９８，１００千円 ▲８２，８６１千円 





２）処理場整備 

若山浄化センターは、供用開始後２４年を経過しており、主要な設備機器の著しい劣

化が確認されている。このため、下水道機能の停止を未然に防止し、さらにライフサイ

クルコストの最小化を図る目的として策定した登別市下水道長寿命化計画に基づき、事

業の実施に向けた予算を計上した。 

その主な事業内容及び予算計上額は次のとおりである。 

目：処理場建設費（委託料・工事請負費）

平成２６年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度比増減 

・処理場改築更新工事委託 

（No.1-2 曝気装置更新工事H25~26） 

・処理場更新設計委託（長寿命化） 

・処理場場内整備工事 

・処理場改築更新工事

（No.1-2 曝気装置更新工事H25～26）
・処理場改築更新設計委託（長寿命化）

２３２，４００千円 １３５，２００千円  ９７，２００千円 

３）維 持 管 理 

維持管理経費については、膨大な下水道ストックが日々劣化し、事後保全対応により

維持管理や改築、修繕のコストの増大を招いており、機能不全に陥るリスクもはらんで

きている。また、将来的な改築需要を勘案する必要が生じている。このため、ストック

の予防保全的な管理を行い延命化が図れるよう配慮した。 

① 処理場費 

若山浄化センター等の維持管理経費については、電力量料金単価の値上げに加え、そ

の他の燃料調整費等も増加しており、さらに、消費税率の増加によって前年度比１１．

８％の増額を計上した。 

処理場費 

平成２６年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度比増減 

２８０，６５２千円 ２５１，０３３千円 ２９，６１９千円 



②管渠費 

マンホールポンプ場等の維持管理を含めた管渠費については、市民生活に支障が生じ

ないよう施設機能の維持及び使用年数の延伸に配慮した経費を精査した結果、需要費及

び委託料（修繕及び清掃調査費等）は、対前年度より増額し４０，０００千円を計上し

た。また、工事請負費は、継続事業として行ってきた道道中央通りの道路改良工事に伴

う汚水管渠の整備が終了したため、対前年度より減額し１３，３４３千円を計上した。

このため、管渠費は、対前年度比５２．７％減の５３，６４３千円を予算計上した。 

管渠費 

平成２６年度予算額 平成２５年度予算額 対前年度比増減 

５３，６４３千円 １１３，５２６千円 ▲５９,８８３千円 

これにより、収益的収入及び支出（第３条）のうち、維持管理に要する全体経費につい

ては、対前年比約８．３％減（▲３０，２６４千円）をした予算を計上した。 

（２）個別排水処理施設整備事業  

・設 置 数･･････５人槽又は７人槽 １０基 １２,９６０千円

個別排水処理整備費（工事請負費）

平成２６年度予算額 平成２５年度当初予算 対前年度比増減 

１２，９６０千円 １２，６００千円 ３６０千円 

（３）公 債 費

 公債費については、対前年比２．１％増の１，５２５，７６５千円となっている。

事業別では下水道事業公債費が対前年比２．１％増となる１，５２２，５０９千円を

計上、個別排水処理事業公債費は対前年比６．１％増となる３，２５６千円を予算計

上した。

平成２６年度予算額 平成２５年度当初予算 対前年度比増減 

１，５２５，７６５千円 １，４９２，３３８千円  ３３，４２７千円 


